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關
山
慧
玄
輝
師
の
頂
相

に
つ
い
て

荻

須

純

道

關
山
慧
玄
輝
師

(
=
一七
七
ー
一
三
六
〇
)
の
行
状
は
正
法
山
六
祀
傳
に
よ
り
そ
の
風
格
が
窺
え
る
。

輝
師
は
外
見
や
形
式
に
と
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
少
し
も
世
間
的
な
も
の
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
胸
中
眞
に
諮
達
な
る
も
の
が
あ
つ
た
。
護
経
儀
式
に
も
拘
泥
せ
す
、
殿
堂

の
荘
嚴
も
意
に
介
せ
す
而
も
枯
淡
な
日
常
で
あ
つ
た
。
然
し
な
が
ら
門
下
育
成
の
た
め
に
は
涙
の
に
じ
む
大
慈
悲
の
程
が
窺
わ
れ
、
而
も

ま
た
悪
辣
の
鉗
鎚
は
到
底
上
根
の
器
で
な
け
れ
ば
堪
え
得
る
も
の
で
な
く
、
多
く
の
門
下
中
唯

一
人
授
翁
宗
弼
の
み
を
法
嗣
と
し
て
打
出

さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
建
に
輝
師
は
伽
藍
も
儀
式
も
意
と
さ
れ
す
、
佛
法
そ
の
も
の
に
透
徹

さ
れ
、
傅
燈
の
嚴
粛
さ
を
示

め
さ
れ
て
い
る
。
輝
師
に
は

「慧
玄
這
裏
無
生
死
」
「
柏
樹
子
話
有
賊
機
」
等
の
法
語
の
他
か
別
に
語
録
と
い
つ
た
よ
う
な
も
の
も
な
く
、

省
像
と
い
つ
た
よ
う
な
も
の
も
な
い
。
唯
佛
法
そ
の
も
の
の
久
佳
の
た
め
に
、
傳
燈
の
嚴
粛
性
を
實
践
さ
れ
た
。

二

 

い
ま

こ
』

に
論
述

し

よ

う
と
思

う

の
は
頂

相

の
問
題

で
あ

る
。

正
法

山
誌

の
記

す

と

こ
ろ

に
よ
れ

ば
、

灘
師

は
遣
命

し
て
省

像
を

留

め

し
め
す

、

日
峰
{示
舜

(
=
二
六
八
し

一
四
四
八
)
に
至

り

開

山
像

を

設

く

べ
き

の

こ
と
が

論

ぜ
ら
れ
、

こ
れ

が

實

現

し
た

の
は

雪

江
{示
深

(
一
四
〇
八
1

一
四
八
六
)
の
時

で
あ

つ
た

と

い
う
の

で
あ

る
。

乃

ち
交

明

二
年

(
一
四
七
〇
)
雪

江

が

騨

師

の
頂

相

に

賛

を

し

た

と
さ
れ

る



「關
山
國
師
尊
像
賛
」

に
よ
れ
ば
、
當
時
ま
で
妙
心
寺
の
開
山
堂
に
た
壁
牌
が
建
て
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、

狙
像
は

安
置
さ
れ
て
い
な
か

つ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
峰
宗
舜
に
至
り
妙
心
寺
が
中
興
さ
れ
る
に
當
、り
、
祀
道
精
神
が
高
め
ら
れ
る
た
め
に
、
或
は
又

中
世
佛
教
に
共
通
に
見
ら
れ
る
祀
師
の
人
格
中
心
の
在
り
方
か
ら
も

一
門
の
人
汝
に
は
切
實
に
感
ぜ
ら
れ
、
ま
た
要
請
さ
れ
た
問
題
で
あ

つ
元
。

こ
れ
は
遺
誠
の
問
題
に
も
關
連
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
關
山
派
の
人
汝
が
如
何
に
租
道
の
顯
揚
に
力
め
、
苦
難
の

道
を
歩
み
つ
」
佛
法
護
持
の
熱
意
に
燃
え
、
外
的
勢
力
に
拮
抗
し
つ
』
租
塔
の
復
興
に
志
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
同
ら
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

室
町
幕
府
は
皇
室
と
因
縁
の
深
か
つ
た
大
徳
、
妙
心
の
爾
寺
に
封
し
て
は
制
量
を
加
え
て
い
た
。

「
本
朝
無
双
の
灘
苑
」
と
ま
で
い
わ

れ
た
大
徳
寺
は
、
義
満
時
代
五
山
十
刹
の
制
度
が
確
立
し
た
時
に
は
京
都
の
十
刹
の
第
九
位
に
置
か
れ
た
し
、
妙
心
寺
の
如
き
は
山
隣
派

と
稻
し
十
刹
の
中
に
も
数
え
ら
れ
な
か
つ
た
。
偶
監
鷹
永
の
頃
妙
心
寺
に
拙
堂
宗
朴

(授
翁
の
嗣
)
が
住
山
し
、
こ
の
拙
堂
が
、
幕
府
に

反
旗
を
醗
し
て
大
内
義
弘
に
師
檀
親
交
の
關
係
が
あ
り
、
義
弘
に
蕪
し
て
軍
中
に
馳
突
し
た
と
の
か
ど
で
、
妙
心
寺
は
幕
府
の
た
め
に
揮

墜
さ
れ
る
に
至
り
、
寺
領
は
波
牧
さ
れ
、
寺
は
青
蓮
院
の
管
轄
に
露
し
た
。
そ
し
て
拙
堂
は
捕
え
ら
れ
青
蓮
院
に
幽
閉
さ
る
る
こ
と
三
年

で
あ
つ
た
。
當
時
青
蓮
院
門
跡
で
あ
つ
た
義
圓

(後
の
還
俗
將
軍
義
教
)
は
俗
叔
で
南
縢
寺
の
徳
雲
院
に
住
し
て
い
た
延
用
宗
器
に
妙
心

寺
拉
に
寺
領
七
所
を
興
え
た
た
め
、
延
用
は
妙
心
寺
を

「
龍
雲
寺
」
と
改
め
徳
雲
院
の
末
寺
と
し
た
。
こ
」
に
於
い
て
妙
心
寺
は
中
絶
し

た
こ
と
に
な
る
が
、
五
山
に
傳
つ
た
關
山
派
の
南
樺
寺
正
眼
院
に
い
た
根
外
宗
利

(
雲
山
宗
峨
の
嗣
、
鎌
倉
天
源
庵
、
騨
興
寺
等
に
住
す
)

が
延
用
よ
り
關
山
派
の
祀
塔
微
笑
塔
の
敷
地
を
譲
り
受
け
た
の
は
永
亨
四
年

(
一
四
三
唱})
の
こ
と
で
あ
る
。
中
央
の
駆
迫
を
受
け
て
濃

尾
に
關
山
汲
の
基
盤
を
固
め
つ
N
あ
つ
た
犬
山
瑞
泉
寺
の
日
峰
宗
舜
が

一
門
の
人
汝
に
懇
請
さ
れ
組
塔
復
興
の
た
め
に
上
洛
し
た
の
は
こ

の
時
で
あ
る
。

「
正
法
山
荒
虚
と
な
る
も
の
奮
し
。
唯
微
笑
の

一
塔
魏
然
と
し
て
存
す
る
の
み
。
師
拝
謄
し
て
目
を
墨
ぐ
る
に
忍
び
す
。

是
に
由
つ
で
日
々
衆
を
摩
い
て
普
請
す
。
瓦
礫
を
拾
ひ
荊
榛
を
披
き
百
計
し
て
作
新
す
」
と
の
旺
法
山
六
組
傳
の
記
述
は
、
日
峰
の
心
情

關
山[慧
玄
輝
師
の
頂
相
に
つ
い
て

一
玉
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察
す

る

に
絵
り

あ

る
も

の
が

あ
る
。

一
六

三

 

か
』
る
事
情
の
も
と
に
狙
塔
復
興
に
專
念
し
た

日
峰
は
祀
道
精
紳
昂
揚
の
た
め
に
も

祀
像
の
必
要
を
感
じ
、

こ
れ
が
作
成
を
計
書
し

た
。
然
し
も
と
も
と
關
山
慧
玄
灘
師
に
は
擦
る
べ
き
頂
相
は
な
い
。

川
上
孤
山
師
の
妙
心
寺
史
、
天
畑
接
三
師
編
集
の
妙
心
寺
六
百
年
史
に
は
授
翁
が
輝
師
の
甕
像
を
作
り
自
賛
を
求
め
た
た
め

一
語
を
書

か
』
れ
た
と
附
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
妙
心
寺
に
現
存
す
る
灘
師
の
頂
相
に
雪
江
が
誌
し
た
と
い
わ
れ
る
賛
に
も

「
吾
祀
禁
頂
相
遺
囑

一
代
奇
範
也
」
と
い
つ
た
詞
か
ら
推
し
て
も
、
ま
た
膵
師
の
御
性
格
か
ら
考
え
て
も
、
授
翁
の
求
め
に
よ
り
像
の
上
に
自
賛
し
た
と
い
う

こ
と
は
な
か
つ
た
と
思
ふ
o

こ
の
こ
と
は
龍
華
の
無
薯
道
忠
が
正
法
山
誌
に

關
山
自
賛

匝
地
清
風
關
山
月
。

一
韓
大
燈
高
照
重
光
圓
。
明
青
家
　廓
絶
雲
騎
。
萬
象
之
中
猫
露
身
。

聖
澤
院
古
記
中
。

録
二松
源
虚
堂
大
慮
己
下
列
祀
自
賛
鴫
而
此
賛
在
=其
中
一也
。

夫
レ知
關
山
狙
師
所
二自
作
一乎
。

錐
レ不
レ威
二韻
語
殉

亦
足
レ驚

一心
目
一焉
。
按
・夫
徳
論
旨
ゆ
延
交
四
年
四
月
十
七
日
。
正
燈
上
加
二高
照
二
宇
噸
關
山
組
師
遽
化
。
在
二延
丈
五
年
十
二
月
幻

則
此
賛
可
レ在
二延
文
四
五
之
間
一而
巳
。
然
此
自
賛
之
像
無
二
所
在
一夷
。
矧
雪
江
和
伺
叙
二關
山
祀
師
遺
誠
一
云
。
切
莫
レ爲
二余
頂
相
一焉
。

由
レ
此
則
關
山
可
レ
不
レ賛
・…自
像
一也
.
恐
後
人
圖
レ像
信
レ筆
齪
道
欺
。
固
不
レ
足
二襲
藏
一也
。

元
蘇
十
二
年
閏
九
月
十
四
日

繹

道

忠

識

と
あ
り
、
聖
澤
院
の
古
記
の
中
に
松
源
、
虚
堂
、
大
慮
以
下
列
組
の
自
賛
が
あ
り
、
そ
の
中
に
輝
師
の
自
賛

が
あ
つ
た
こ
と
を
無
著
道
忠

は
知
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
賛
中
に
高
照
の
二
字
は
大
燈
國
師
の
譲
號
で
あ
る
。
大
燈
國
師
に

「
高
照
」

の
加
誰
が
あ
つ
た
の
は
延
丈



四
年
で
あ
り
、
關
山
慧
玄
騨
師
の
示
寂
は
延
文
五
年
で
あ
る
か
ら
、
輝
師
の
自
賛
と
す
れ
ぱ
延
丈
四
、
五
年
の
聞
と
い
う
推
定
が
な
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
自
賛
さ
れ
た
省
像
の
所
在
が
明
か
で
な
い
。
ま
た
雪
江
が
誌
す
如
く
輝
師
が
頂
相
を
禁
じ
た
遣
訓
か
ら
推
し
考
え

て
も

「
關
山
自
賛
」
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
後
人
の
作
で
あ
ろ
う
と
無
著
は
述
べ
て
い
る
。

無
著
道
忠
は

「
關
山
自
賛
」
に
關
し
疑
問
を
も
ち
、
後
入
の
作
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
べ
き
も
の
が
建
仁
寺
塔

頭
常
光
院
に

「
松
源
十
狙
の
像
」
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

「
松
源
十
組
」
と
は
松
源
崇
岳
、
運
庵
普
巖
、
虚
堂
智
愚
、
南
浦
紹
明
、
宗

峰
妙
超
、
關
山
慧
玄
、
授
翁
宗
弼
、
無
因
宗
因
、
蓉
夫
宗
宿
、
温
中
宗
純
の
十
祀
を
い
う
。
こ
れ
は
妙
心
寺
と
は
別
に
五
山
に
傳
つ
た
關

山
派
を
意
味
す
る
。

妙
心
寺
が
室
町
幕
府
の
堅
迫
を
受
け
、
中
絶
す
る
こ
と
三
十
絵
年
、
寺
名
も
寵
雲
寺
と
い
わ
れ
る
悲
蓮
に
遭
遇
し
た
頃
、
五
山
に
は
關

山
派
の
流
を
汲
む
春
夫
宗
宿
と
い
う
輝
僧
が
あ
つ
た
。
春
夫
は
無
因
に
嗣
法
し
た
人
で
、
筑
前
の
崇
幅
寺
に
出
世
し
、
後
京
都
に
普
門
山

關山慧玄灘師頂相(春夫宗宿賛)

(建仁寺塔頭常光院所藏)

輻
聚
院

(建
仁
寺
搭
頭
今
は

常
光
院
に
合
併
)
を
開
い
て

閑
休
し
た
人
で
、
松
源

一
流

の
輝
を
學
揚
す

る

と
と

も

に
、
ま
た
持
律
緊
嚴
な
輝
僧

　
ほ
　

で
あ
つ
た
。
嗣
法
の
弟
子
に

は
「
關
山
慧
玄
輝
師
遺
誠
」
の

流
傳
に
深
い
因
縁
を
持
つ
温

申
{示
純
を
打
出
し
て
い
る
。

關
山
派
の
租
塔
が
他
山
他
派
の
管
理
に
露
し
、
妙
心
寺
中
絶
と
い
つ
た
よ
う
液
苦
い
経
験
を
持
つ
暮
夫
に
は
堪
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
つ

關
山
慧
玄
輝
師
の
頂
相
に
つ
い
て

一
七



輝

學

研

究

一
八

た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

一
方
五
山
に
盛
榮
す
る
他
流
に
互
し
て
松
源
一
流
の
佛
法
を
學
揚
し
て
祀
道
意
識
を
高
調
す
る
必
要
が
あ
つ
た
。

こ
0

「
松
源
十
組
の
像
」
も
恐
ら
く
春
夫
に
よ
つ
て
松
源
列
祀
の
省
像
が
計
書
さ
れ
後
に
温
中
を
入
れ
て
十
組
と
し
て
完
成
襲
藏
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
松
源
十
狙
の
像
は
各
列
阻
の
像
を
模
爲
し
て
製
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
關
山
慧
玄
輝
師
に
至
り
、
模
爲
す
べ
き
肯
像
が
無
か

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
春
夫
は

一
圓
相
の
上
に
賛
を
し
て

匝
地
清
風
起
、
關
山
月

一
輪
、
大
燈
高
照
、
重
光
圓
明
、
青
天
蓼
廓
、
絶
二雲
騎
↓
萬
象
之
中
猫
露
身

永
享
辛
亥
菊
月
日
、
法
孫
比
丘
前
崇
幅
大
宿
焚
香
稽
首
拝
賛

む

　

と
誌
し
た
の
で
あ
る
。
大
宿
と
い
う
の
は
春
夫
宗
宿
の
別
名
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
永
享
辛
亥
は
永
享
三
年

(
一
四
三
一)
で
あ
り
、
根
外

宗
利
が
南
輝
寺
徳
雲
院
の
延
用
宗
器
よ
り
微
笑
塔
の
敷
地
を
譲
り
受
け
た
前
年
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
て
見
れ
ば
前
述
の
無
著
道
忠
が
正

法
山
誌
に
所
載
し
て
い
る

「
關
山
自
賛
」
は
賛
語
か
ら
文
字
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
無
著
道
忠
が
見
た
と
い
う
聖

澤
院
の
古
記
録
が
誤
爲
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
つ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
從
つ
て
正
法
山
誌
記
載
の
「
此
自
賛
之
像
無
二
所
在
一突
云
云
」

と
い
つ
た
よ
う
な
こ
と
も
自
ら
解
決
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

四

狙
像
の
安
置
を
念
願
し
た
日
峰
は
丈
安
五
年

(
一
四
四
八
)
正
月
二
十
六
日
に
示
寂
し
た
が
、

そ
れ
よ
り
二
十
二
年
を

経
た
丈
明
二
年

(
一
四
七
〇
)
に
至
り
雪
江
は
關
山
慧
玄
輝
師
頂
相
の
賛
詞
を
誌
し
て
い
る
。
そ
の
賛
詞
に
ょ
れ
ば

這
老
和
爪何
者

膜
曾
滲

國
師
騨
得
大
休
欺
旨
未
敢
能
焚
韓
格
外
之
玄
機

龍
寳
開
山
國
師
之
上
足
也

文
保
天
皇
在
位
後
居

花
園
離
宮
時

國
師
微
慈

上
皇
遣
勅
使

詔
日

國
師
今
付
大
法
者
既
是
多
其

内
誰
是
尤
得
大
機
大
用
者
須
承
的
旨

國
師
百
年
後
猫
敲
其
奥

國
師
云
有
慧
玄
藏
圭
者
老
漢
室
中
所
接
出

第

一
紳
足
也
實
承
當
得



松
源
之
骨
髄
　
天
然
以
風
顛
故
居
塵
不
定
吾
滅
後
宜
尋
出
以
商
略
向
上
宗
乗
也

上
皇
復
詔
國
師
日

験
捨
離
宮
欲
爲
輝
宮
伏
賜
山
號

寺
號
特
講

關
山
以
令
爲
住
持
.

國
師
即
慮

詔
山
云
正
法
名
寺
妙
心
蓋
以
準
梵
王
昔
獄
花
日
大
迦
葉
破
顔
之
故
事
亦
所
以
請
師
兄

貴
正
脈
者
也

勅
使
還
奏

上
皇

上
皇
大
悦
也

國
師
入
滅
後

上
皇
遣
使
講
斯
和
倫
於
濃
之
山
村
佳
本
山
参
徒
亦
随
至
室
内
ロバ

棒
雨
喝
雷
耳
於
此

上
皇
亦
山
中
剃

玉
鳳
院
而
居
之
以
旦
夕
鍛
錬

叡
信
増
厚
尭
爲

開
山
祀
佳
世
八
十
四
年
間
開
作
家
鎌
鞘
下

悪
辣
鉗
鎚
底
大
宗
匠
也
臨
示
寂
囑
嗣
法
的
子
弼
授
翁
日
吾
濫
然
後
汝
専
以
本
分
事
接
四
來
納
子
而
合
振
起

林
際
正
宗
切
莫
爲
余
頂
相

授
翁
謹
任
遺
囑
所
以

開
山
狙
塔
號
微
笑
塔
中
只
建
牌
也
滅
後
七
十
年
後
第
四
世
嫡
孫

舜
日
峯
佳
院
到
再
興
斯
寺
時
謂
諸
徒
日
吾
祀

禁
頂
相
違
囑

一
代
奇
範
也
錐
然
末
代
児
孫
以
甚
爲
慧
糠
但
須
命
書
師
令
圏
大
方
奪
宿
之
罷
裁
也
況
其
佛
與
菩
薩
形
像
何
敢
愚
其
模
範
以

爲
必
哉
須
是
以
相
好
甚
嚴
爲
最
也
今
擦
曲
泉
握
竹
箆
凛
然
威
風
逼
來
學
之

奪
像
者
從
嫡
孫
自
由
三
昧
慮
現
夷
夫
斯
之
謂

妙
心
開
山

關
山
和
倫
者
也
哉
嵜
丈
明
二
稔
龍
集
庚
寅
孟
秋
日
正
法
山
圭
拙
孫
比
丘
宗
深
焚
香
九
拝
謹
記
組
師
大
略
云
是
皆
門
下
老
宿
所
語
可
謂
揚

　
　
　

家
醜
也

と
あ
り
、
正
法
山
誌
に
よ
れ
ば
無
著
道
忠
の
時
代
に
は
こ
の
賛
詞
は
欄
脆
し
て
譲
む
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
貞
享
四
年
(
一
六
八

七
)
・表
装
を
改
修
し
た
.時

一
山
諸
老
宿
の
聞
に
丈
字
補
填
の
こ
と
が
議
せ
ら
れ
、
無
著
道
忠
が
こ
の
こ
と
に
當

つ
た
。

無
著
は
数
日
沐
浴

し
て
妙
心
寺
の
寳
庫
に
藏
す
る
開
山
の
硯
墨
を
用
い
て
、像
上
に
浮
紙
を
布
循
し
蛾
席
を
展
覆
し
登
脆
し
て
填
墨
し
た
と
こ
ろ
、丈
字
は
皆

完
全
に
讃
む
こ
と
が
出
來
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
時
乾
瑞
座
元
と
い
う
人
が
副
寺
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
い
る
。

そ
の
後
正
徳
五
年

二

　
お

　

七
一
五
)
獣
雲
騨
宜
が
こ
の
賛
詞
を
書
爲
し
て
頂
相
が
製
せ
ら
れ
て
い
る
。

交
明
二
年
、
雪
江
に
よ
り
關
山
慧
玄
騨
師
の
頂
相
に
賛
詞
が
誌
さ
れ
、
ま
た
丈
明
五
年
に
は
西
宮
海
清
寺
所
藏
に
か
X
る
輝
師
頂
相
の

賛
詞
が
雪
江
に
よ
り
誌
さ
れ
て
い
る
。
妙
心
寺
所
藏
の
頂
相
は
全
身
が
曲
泉
に
糠
る
像
で
あ
り
、
海
清
寺
所
藏

の
も
の
は
牟
身

像

で
あ

る
。
無
著
は
正
法
山
誌
に

　
る
　

交
明
癸
巳
其
第
五
年
也
在
二後
土
御
門
之
治
幻
妙
心
像
賛
在
二丈
明
第
二
年
庚
寅
一
後
四
年
書
二海
清
賛
一時
少
有
二改
窟
一夷
。

關
山
慧
玄
輝
師
の
頂
相
に
つ
い
て

一
九
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二
〇

と
い
つ
て
い
る
が
、
こ
の
頂
相
の
賛
が
妙
心
寺
所
藏
の
も
の
と
海
清
寺
所
藏
の
も
の
と
は
、
同
じ
雪
江
が
書

い
て
も
、
誌
し
た
時
が
異
な

れ
ば
丈
章
に
相
違
の
あ
る
の
は
當
然
で
あ
り
、

「
有
改
鼠
」
と
は
い
え
な
い
。
無
著
は
妙
心
、
海
清
爾
寺
所
藏
の
頂
相
の
賛
詞
の
相
違
を

綿
密
に
正
法
山
誌
に
記
し
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
も
無
著
が
雪
江
の
誌
し
た
賛
詞
を
填
墨
し
て
讃
ん
だ
と
い
う
が
、
恐
ら
く
不
用
意
の
た
め
か
正
法
山
誌
に
上
載
す
る
妙
心
寺

所
藏
の

「
關
山
國
師
尊
像
賛
」
に
は

　

む

む

　
ろ
　

國
師

(大
燈
)
入
滅
後
。
上
皇
遣
レ使
請
二斯
和
術
於
濃
之
山
村
一佳
二本
山
幻
参
徒
亦
随
侍
國
師
至
二室
内
一只
棒
雨
嘱
雷
耳
云
云

と
あ
り
、

「
侍
國
師
」
の
三
字
が
蜜
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
燈
國
師
滅
後
、
關
山
慧
玄
樺
師
が
美
濃
の
伊
深
よ
り
招
請
さ
れ
本
山
帥

ち
妙
心
寺
に
佳
し
た
の
で
あ
る
か
ら

「侍
國
師
」
の
國
師
は
灘
師
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
輝
師
が
初
め
て

「本
有
圓
成
」
の
國
師
號

を
得
た
の
は
後
奈
良
天
皇
の
弘
治
三
年

二

五
五
七
)
で
あ
り
、
こ
の
賛
詞
が
書
か
れ
た
文
明
二
年

(
一
四
七
〇
)
よ
り
八
十
七
年
も
後
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
」
に

「
國
師
」
と
い
う
の
は
穏
當
で
な
い
。
而
も
正
法
山
誌
に
は

一
言
も
こ
の
こ
と
に
は
腸
れ
て
い
な
い
。
明
和

二
年

(
一
七
六
五
)
可
山
輝
悦
の
編
纂
し
た
佛
日
眞
照
輝
師
語
録
帥
ち
雪
江
語
録
に
は
海
清
寺
所
藏
の
像
賛
を
採
つ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ

と
の
傍
讃
に
は
な
ら
な
い
o

川
上
孤
山
師
の
妙
心
寺
史
に
は

「
妙
心
寺
所
傳
の
全
身
像
の
賛
中
、
雪
江
の
原
本
に
は
上
皇
遣
レ使
、
請
・斯

和
荷
於
濃
之
山
村
一住

本

　

　

山
↓
参
徒
亦
随
侍
、
國
師
至

室
内
一只
棒
雨
喝
雷
耳
云
云
の
語
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
雪
江
の
原
本
で
あ
る
全
身
の
賛
に
は

「
侍
國

師
し
の
三
字
は
な
い
。
の
み
な
ら
す
原
本
に
は

「
験
曾
参

國
師
騨
、
錐
得
大
休
欲
旨
、
未
敢
能
畿
縛
格
外
玄
機
」
の
語
は
本
丈
の
中
に

な
く
、
賛
詞
を
書
き
初
め
た
室
白
の
と
こ
ろ
に
後
に
雲
江
が
書
き
添
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
妙
心
寺
所
藏
に
か
X
る

「
雪
江
和
術
筆
關
山

　
　
　

へ
ず
　

號
」
の
墨
蹟
に
は
本
文
の
中
に
こ
の
語
が
あ
り
、
ま
た
交
明
五
年
に
誌
さ
れ
た
海
清
寺
の

「
關
山
國
師
奪
像
賛
」
に
も
こ
の
語
が
本
丈
中

に
誌
さ
れ
て
い
る
。
で
は
何
故
原
・本
と
異
る
妙
心
寺
所
藏
の

「
關
山
國
師
奪
像
賛
」
を
無
著
は
正
法
山
誌
に
所
牧
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

無
著
が
原
本
に
填
墨
し
距
の
は
貞
享
四
年

(
一
六
八
七
)
で
あ
つ
た
。
後
正
徳
五
年

(
一
七
一
五
)
黙
雲
灘
宜
の
筆
跡
で
原
本
の
爲
し
の
書
像



が
製
作
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
雪
江
の
筆
に
な
る

「關
山
號
」
や
海
清
寺
所
藏
の

「
關
山
國
師
像
賛
」
の
文
詞
を
勘
案
し
て
か
、
賛
詞
の
本

丈
の
中
に

「
験
曾
参

國
師
騨
、
錐
得
大
休
歓
旨
、

未
敢
能
褒
韓
格
外
玄
機
」
の
語
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

無
著
の
示
寂
は
寛
保
四
年

(
一
七
四
四
)
で
あ
る
か
ら
無
著
は
こ
れ
に
ょ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も

「侍
國
師
」
の
三
字
は
獣
雲
の
筆
蹟
中
に
も
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の

「
關
山
國
師
像
賛
」
は
妙
心
寺
の
全
身
像
と
海
清
寺
の
孚
身
像
は
と
も
に
雪
江
が
賛
詞
を
誌
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
た
.黛

こ
』
に
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
無
著
道
忠
は
正
法
山
誌
に

關
山
國
師
遺
命
不
レ留
二省
像
↓
到
孟

世
日
峰
輔
論
二可
レ設
レ之
義
幻
六
世
雪
江
承
二
日
峰
之
意
↓
豊
二
一
聖
倫
像
珀
以
爲
二關
山
國
師
像
幻

　

事
見
ニエ」本
山
開
山
書
像
上
雪
江
和
荷
賛
詞
殉

と
い
」
、
ま
た
こ
の
頂
相
に
關
す
る
見
解
を
述
べ
、

「
日
峰
・が
霞
工
に
圖
せ
し
め
て
、
未
だ
賛
詞
を
題
せ
し
め
な
か
つ
た
」
の
で
は
な
い

か
と
い
う
意
見
に
封
し
て
は
、
若
し
日
峰
が
圖
を
設
け
た
な
ら
雲
江
を
待
つ
ま
で
も
な
く
日
峰
が
自
ら
賛
を
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
雪

江
が
誌
し
た
賛
詞
の
中
に
、
日
峰
の
時
こ
の
頂
相
が
初
め
て
甕
か
れ
た
と
い
う
詞
も
な
い
か
ら
、
日
峰
の
設
け
た
も
の
で
は
な
い
と
い
つ

て
い
る
。
な
る
程
雪
江
の
賛
を
し
た

「
關
山
國
師
像
」
は
書
も
雪
江
の
時
に
豊
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
術
残
る
問
題

は
雪
江
以
前
に
關
山
慧
玄
暉
師
の
頂
相
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

瑞
漢
周
鳳

(
=
二
九
ニ
ー
一
四
三
二
)
の
臥
雲
日
件
録
長
緑
三
年
十
月
七
日
の
條
に
ょ
れ
ば

　

　

十
月

七

日
赴

二西

芳
寺

一府

君
齋

伴
。

齋
罷
。

府

君
池

水
乗

レ
舟
。

歴
二
覧

紅
葉

殉
経

二数

刻

一而

還
駕

。
瞬

路

過
二
花
園

退
藏

庵
弔

尋

=宗

燈

　

　

む

　

西
堂
殉
燈
引
入
二花
園
妙
心
寺
客
殿
幻
殿
中
掛
二大
燈
國
師
像
及
關
山
像
↓
大
燈
作
二關
山
號
頒
一日
。
鎖
二噺
路
頭
一難
レ透
虞
。

寒
雲
長

　
　
　

帯
翠
轡
峯
。
詔
陽

一
字
藏
レ機
去
、
正
眼
看
來
隔
二萬
重
喝

と
あ
り
、
瑞
漢
周
鳳
が
西
芳
寺
よ
り
の
蹄
途
妙
心
寺

へ
立
寄
つ
た
時
、
妙
心
寺
の
客
殿
に
大
燈
國
師
の
像
と
と
も
に
輝
師
の
像
が
掛
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
大
燈
國
師
の
頂
相
と
こ
」
に
記
さ
れ
る
關
山
號
の
頚
は
後
間
も
な
く
起
つ
た
磨
仁
、
文
明
の
齪
に
も
雪

關
山
慧
玄
輝
師
の
頂
相
に
っ
い
て

二
一
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一=
一

江
の
努
力
に
ょ
つ
て
難
を
避
け
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
長
緑
三
年

(
一
四
五
九
)
は
雪
江
が

「
關
山
國
師
像
賛
」
を
誌
し
た
丈
明
二
年

(
一

四
七
〇
)
よ
り
十
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
考
え
れ
ば
無
著
道
忠
が
正
法
山
誌
に
記
す
如
く
日
峰
の
時
、
軍
に
租
像
を
設
く

べ
し
と
い
う
計
書
だ
け
で
な
く
、
少
く
と
も
日
峰
、
義
天
の
時
代
に
狙
像
が
出
來
て
い
た
の
で
は
な
か
つ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
然
し
雪

江
の
賛
詞
が
誌
さ
れ
て
い
る
頂
相
、
.即
ち
雪
江
以
前
よ
り
あ
つ
た
頂
相
に
雪
江
が
賛
を
誌
し
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。

五

次
に
微
笑
庵

(
妙
心
寺
開
山
堂
)
に
安
置
さ
れ
る

「
關
山
國
師
奪
像
」
に
っ
い
て

一
言
す
れ
ば
正
法
山
誌
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い

る
。

　

　

　

今

微
笑

庵

木
像
。

初
雛

造
時

無

二
面
相

可
サ
篠

莫
。

忽
有

二
一
老
婆

ゆ
歓

二
一
物

一來

云
。

不

レ
欲
γ
買

一一佛
像

一耶
。

衆

取
レ
之
開
ソ
歓
覧

レ
之
。

　

　

一
祀
像
之

面
首

也
。

一
衆
買

レ
之

以
爲

二
紳
授

幻
郎

用

爲
二
開

山

祀
像
面

首
鴫

造
二
足

肩

朕

一
夷
。

是
故

此
像
清

爆
奪

嚴
。

不
・
似

二
雪
江

之

　　

　

こ

　
の
　

所

書
者
喝
像
裳
内
記
云
。
大
永
八
年
。

こ
れ
に
よ
り
見
れ
ば
現
在
開
山
堂
に
安
置
さ
れ
る
木
像
の
「
關
山
國
師
像
」
は
雪
江
の
時
組
像
の
面
首
を
得
て
、
後
大
永
八
年

(
一
五
二
八
)

に
至
り
組
像
が
造
ら
れ
安
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
慮
仁
の
齪
起
る
や
雪
江
は
謝
を
避
け
て
丹
波
八
木
の
龍
興
寺
に
逃
れ
た
。
雪
江

の
撰
す
る
正
法
山
妙
心
陣
寺
記
に
よ
れ
ば

「
一
日
凶
虜
大
い
に
山
門
を
襲
い
堂
舎
を
破
り
、
林
丘
を
屠
り
、
悠
忽
の
間
に
寺
は
暖
塊
」
と

な
つ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
雪
江
は

「
大
燈
印
讃
」
の
墨
蹟
と
と
も
に
狙
像
の
面
首
を
抱
い
て
職
齪
を
避
け
た
如
く

で
あ

る
。
正
法
山
誌
に
よ
れ
ば

微
笑
庵
災

妙
道
日
。
昔
時
妙
心
寺
係
二兵
焚
ゆ
而
微
笑
庵
魏
然
而
冤
。
其
後
雪
江
之
時
又
火
災
。

是
時
微
笑
亦
遇
レ災
。

子
レ時
雪
江

　
り
　

和
樹
。
抱
二開
山
廉
首
及
大
燈
印
誰
墨
蹟
殉
奔
逝
二丹
波
大
田
龍
潭
寺
幻

と
あ
り
、
慮
仁
の
兵
火
に
微
笑
庵
は
焼
失
し
た
。
龍
潭
寺
と
あ
る
の
は
龍
興
寺
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
か
く
の
如
き
悲
蓮
に
あ



い
な
が
ら
雪
江
は
心
中
微
動
す
る
こ
と
も
な
く
門
下
を
誠
め
復
興
の
心
旺
ん
な
も
の
が
あ
つ
た
。

時
老
納
避

兵
火
一逃

於
丹
之
米
山
殉
忽
聞
二華
・園
慶
一莞
爾
而
笑
且
謂
レ衆
言
。
二
三
子
忽
レ歎
焉
。

是
細
事
也
。
夫
昔
法
皇
革
二離
宮
一

爲
二灘
刹
ゆ
農
奎
於
今
赫
汝
然
。
諸
聖
龍
天
不
二
敢
護
惜
一也
乎
。
萬
乗
願
輪
某
日
麗
レ
天
絡
無
二成
満
期
一也
。
興
慶
有
レ時
華
園
不
二復
春
一

が
の
　

也
乎
。
皇
運
法
運

一
時
勃
興
可
二翔
γ足
而
鹸
一夷
。
云
云

文
明
七
年

(
一
四
七
五
)
雪
江
は
四
來
の
柄
子
を
接
待
す
る
の
外
、
宜
し
く
修
造
を
以
て
念
と
す
べ
き
こ
と
を
遺
誠
し
、
か
く
し
て
復
興

の
運
に
向
つ
た
。
(雪
江
録
)
祀
像
を
安
置
す
る
現
存
の
微
笑
庵
は
大
永
元
年

(
一
五
二
一)
玉
鳳
院
と
と
も
に
造
螢
さ
れ
て
い
る
。
正
法
山

誌
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
東
輻
寺
の
古
殿
を
買
い
求
め
塔
前
の
堂
と
し
た
と
い
う
。

　

を

　

微
笑
庵
嘗
改
二葺
瓦
ゆ
古
瓦
中
有
二款
識
ハ
作
二東
幅
寺
三
字
幻
而
東
字
在
レ在
。

蓋
古
我
山
買
二
求
東
幅
古
殿
殉
爲
二塔
前
之
堂
一耳
。

牧

水
座
元
・
澱

韓

座
元
。
畝

聾

甕

麺
。

さ
て
こ
の
微
笑
庵
に
安
置
さ
れ
た
木
像
の

「
關
山
國
師
像
」
は
初
め
彫
刻
に
當
つ
て
擦
る
べ
き
肯
像
が
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
雲
江
が
書

像
の
賛
詞
に
い
う
如
く
相
好
の
甚
嚴
な
る
も
の
を
願
つ
て
い
た
。
た
ま
た
ま

一
老
婆
の
將
ち
來
っ
た

一
狙
像
の
面
首
を
神
授
と
な
し
、
こ

れ
を
狙
像
の
面
首
と
す
る
こ
と
に
雪
江
は
決
定
し
た
。
こ
の
面
首
を
雪
江
が
得
た
の
は
慮
仁
の
魁
前
の
こ
と
で
あ
り
、
雪
江
が
こ
の
面
首

を
抱
い
て
臥
を
避
け
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
面
首
を

「
關
山
國
師
像
」
の
面
首
と
し
て
組
像
が
彫
造
さ
れ
た
の
は
大
永
八
年

(
一
五
二
八
)
で
あ
つ
た
こ
と
は
正
法
山
誌
に
も
記

　
ゆ
　

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
花
園
遺
臭
録
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

開
山
國
師
木
像
裳
之
内
邊
横
書
云

奉
彫
刻
關
山
和
術
尊
像
大
永
八
戌
子
八
月
吉
辰

願

圭

宗
詔

當
侍
眞

等
恰

關
山
慧
玄
輝
師
の
頂
相
に
っ
い
て

一一三



膵

學

研

究

二
四

と
あ
り
、

一
行
に
二
字
叉
は
三
字
づ
』
丈
字
を
並
べ
、
彫
刻
さ
れ
て
い
る
通
り
に
記
さ
れ
て
い
る
。
願
圭
宗
詔
と
い
う
人
は
大
永
の
頃
妙

　
　
　

心
寺
納
所
職
で
あ
つ
た
。
因
に
現
存
す
る
狙
像
の
椅
子
は
寛
文
四
年

(
=
ハ六
四
)
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
同
じ
く
花
園
遺
臭
録
に

「開
山

尊
像
椅
子
背
板
書
云
」
と
し
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

奉
林
登
湘壷
個
修
造
以
架
乎

開
山
國
師
遺
像

伏
翼

法
會
臓
然

不
異
迦
文
在
世

輝
林
確
乎

直
到
慈
氏
下
生

寛
丈
甲
辰
九
月
良
辰

拙
孫
比
丘
恢
門
周
節
百
拝

寛
文
甲
辰
は
寛
丈
四
年
で
あ
る
。

占
ノ、

 

上
來
妙
心
寺
開
租
關
山
慧
玄
輝
師
の
頂
相
に
關
す
る
楡
討
を
試
み
て
來
た
。
結
局
膵
師
に
は
撮
る
べ
き
省
像
も
な
く
、
頂
相
を
残
さ
ぬ

よ
う
遺
命
さ
れ
た
と
も
傳
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
峰
が
祀
塔
復
興
の
た
め
に
は
祀
像
安
置
の
必
要
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
組
道
精
紳
高
揚
の

た
め
に
は
、
生
け
る
狙
師
に
仕
え
る
如
く
租
師
の
人
格
を
中
心
に
關
山
派
が
結
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

關
山
派
の
人
六
が
、
幕
府
の
揮
墜
を
受
け
つ
』
濃
尾
に
法
橦
の
樹
立
を
な
し
、
五
山
派
の
人
汝
に
互
し
て
そ
の
傳
燈
を
護
持
し
た
と
し

て
も
組
塔
が
他
山
他
門
に
よ
つ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
は
悲
痛
な
問
題
で
あ
つ
た
。
五
山
に
流
れ
た
關
山
派
の
人
汝
が
祀
師
の
遺
誠
を
秘
か

に
守
り
傳
え
、
先
に
述
べ
た
如
く
春
夫
宗
宿
が
松
源

一
流
の
傳
燈
を
明
確
に
認
識
す
る
た
め
松
源
列
胆
の
頂
相
を
作
ろ
う
と
し
た
こ
と
な

ど
、
傳
燈
意
識
の
強
き
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
を
看
取
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
而
も
關
山
慧
玄
暉
師
に
は
何
等
省
像
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

春
夫
は
止
む
な
く

一
圓
相
の
上
に
賛
を
す
る
よ
り
致
方
な
か
つ
た
。



か

」
る

事
情

の
も

と

に
日
峰

が

組
塔

復
興

に
當

つ
て
は

組
師

の
頂

相
を

作

る
必
要

に
迫
ま

ら

れ
、

只
相
好

甚
嚴

な

れ
ば
可

な
り

と

し
、

や
が

て

こ
の
理
想

は
雪

江

に
至

つ

て
賞

現

し
た

と
見

る

こ
と
が

出
來

る
。

こ
の
祀
像
頂

相

に

い
さ

』
か
考
察

を
試

み
た
。

(昭
和
一一十
九
年

六
月
十

ご
日
、
關
山
魍
師
毎
月
忌

の
日
こ
れ
を
記
す
。)

註(エ
)

(
2
)

(3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

延
審
ハ傳
燈
録

巻
二
十
八

妙
心
寺
所
藏

雪
江
和
倫
賛

「關
山
國
師
像
」、
妙
心
寺
名
賓
圖
録
所
牧

(昭
和
+
六
年
六
月
資
刊
)

妙
心
寺
所
藏

「關
山
國
師
像
」

妙
心
寺
六
百
年
史
に
は
こ
の
像
を
圖
版
と
し
て
載
せ
て
い
る
。

正
法
山
誌

第
二
巻

正
法
山
誌

第
二
巻

雪
江
和
禽
筆
關
山
號

妙
心
寺
所
藏

妙
心
寺
名
寳
圖
録
、
妙
心
寺
六
百
年
史
等
所
牧
文
中
に
曰
く

關
山
這
老
和
樹
者
龍
寳
開
山
國
師
之
上
足
也
。
交
保
天
皇
在
位
後
、
居
花
園
離
宮
時
、
國
師
示
微
慈
。
上
皇
勅
使
詔
日
、
國
師
今

付
大
法
者
既
是
多
。
其
内
誰
是
尤
得
大
機
大
用
者
、
須
承
的
旨
。
験
曾
参
國
師
輝
、
錐
大
休
歌
日
未
敢
能
磯
蒋
格
外
之
玄
機
。

國
師
百
年
後
術
拍
其
奥
。
國
師
云
有
恵
玄
藏
圭
者
老
漢
室
中
所
接
出
第

一
紳
足
也
。
實
承
當
松
源
之
骨
髄
突
。
天
然
風
顯
故

居
虞
不
定
、
吾
滅
後
宜
尋
出
以
商
略
向
上
宗
乗
也
。
上
皇
後
國
師
日
験
捨
離
宮
欲
爲
輝
宮
、伏
賜
山
號
特
請
關
山
以
令
爲
住
。

國
師
鷹
詔
、
山
號
正
法
寺
名
妙
心
、
蓋
準
梵
王
昔
献
花
日
大
迦
葉
破
顔
之
故
事
亦
所
以
請
師
兄
貴

正
脈
者
也
。
勅
使
還
奏
上

皇
。
上
皇
大
悦
也
。
國
師
入
滅
後
、
上
皇
遣
使
請
斯
和
樹
於
濃
之
山
村
、
住
本
山
、
参
徒
亦
随
至
、
室
内
棒
雨
喝
雷
耳
。
於

上
皇
亦
山
中
柵
玉
鳳
院
而
居
之
以
旦
夕
鍛
錬
、
叡
信
増
厚
、
尭
爲
開
山
組
住
世
八
十
四
年
間
開
作
家
鏡
鞘
下
悪
辣
鉗
鎚
底
宗

匠
也
。
臨
示
寂
囑
嗣
法
的
子
弼
授
翁

雪

江

宗

深

關
山
國
師
尊
像
賛

雪
江
和
爪何
筆

海
清
寺
所
藏

關
山
慧
玄
輝
師

の
頂
相
に
っ
い
て

二
五
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一一山ハ

這
老
和
荷
者

龍
費
開
山
國
師
之
上
足
也

交
保
天
皇
在
位
後
居

花
園
離
宮
時

國
師
示
微
慈

上
皇
遣
勅
使

詔
日

國
師
今
付
大
法
者
既
是
多
其
内
誰
是
尤
得
大

機
大
用
者
速
合
承
的
旨
験
曾
参

國
師
灘
難
得
大
休
漱
之
旨
未
敢
能
登
格
外
玄
機

國
師
百
年
後
須
知
其
奥

國
師
日
有
玄

關
山
者
老
漢
室
中
所
接
出
第

一
紳
足
也
實
承
當
得

松
源
之
骨
髄
芙
天
然
以
風
顯
故
居
虚
不
定
吾
滅
後
宜
尋
出
以
商
略
向
上

宗
乗
也

上
皇
復
詔

國
師
云
験
捨
離
宮
欲
爲
騨
宮
伏
賜
山
號
寺
號
特
請

關
山
以
令
爲
佳
持

國
師
・即
鷹
詔
而
山
云
正
法

　
寺
名
妙
心
夷
蓋
夫
準
梵
王
昔
獄
花
日
大
迦
葉
破
顔
之
故
事
繋
所
以
請
師
兄
貴
正
脈
者
也
使
還
奏

上
皇
上
皇
大
悦
也

國

師
入
滅
後

上
皇
亦
遺
勅
使
請
斯

和
荷
於
濃
之
山
村
而
住
本
山
参
徒
亦
随
侍
室
内
只
棒
雨
喝
雷
耳
於
此

上
皇
亦
山
中
瓶

玉
鳳
院
而
居
之
以
旦
夕
間
道

叡
信
増
厚
寛
爲
開
山
祀
佳
世
八
十
四
年
間
開
作
家
鋪
鞘
下
悪
辣
鉗
鎚
底
大
宗
匠
也
臨
示
寂
属

嗣
法
的
子
弼
授
翁
日
吾
濡
然
後
汝
但
以
本
分
事
接
四
來
柄
子
專
合
振
起

林
際
正
宗
切
莫
爲
余
頂
相
授
翁
謹
任
遺
麗

關
山

組
塔
號

微
笑

塔
中
只
建
牌
也
滅
後
七
十
年
後
到
第
四
世
嫡
孫
舜
日
峯
再
興
斯

宮
寺
而
佳
院
時
謂
徒
日
吾

組
禁
頂
相

遣
鵬

一
代
奇
範
也
難
然
末
代
見
孫
以
甚
爲
愚
擦
但
須
命
書
師
令
圖
大
方
奪
宿
之
鷺
裁
也
矧
其
絡
佛
與
菩
薩
形
像
何
敢
慧
其
模

範
以
爲
必
哉
須
是
以
相
好
甚
嚴
爲
最
也
今
現
牛
身
慮
來
學
之
奪
像
者
從
嬌
孫
自
由
三
昧
慮
現
也
夫
這
是
謂

妙
心
開
山
關
山

和
術
者
也
哉
嵜
丈
明
癸
己
孟
秋
日
正
法
山
圭
宗
深
九
拝
謹
記

祀
師
大
略
以
爲
賛
皆
是
門
下
所
傳
語
也

正
法
山
誌

巷
一

績
史
籍
仕巣
轡昂
臥
盤訴日
件
廟鯨
長
茄豚
三
舷+十
日刀七
日
の
條

正
法
山
誌

巻
一

同

書

巷
六

正
法
山
妙
心
暉
寺
記

正
法
山
誌

巷
八

妙
心
寺
塔
頭

玉
龍
院
藏
本

川
上
孤
山
師
著
妙
心
寺
史
上
巻
一
九
〇
頁
濠
照


